
現在の落石岬にある
旧落石無線電信局

開設当時の落石無線電信局
「北海道無線のあゆみ」

落
石
無
線
局
は
日
本
で
無
線
に
よ
る
公
衆
電
報
の
始
ま
っ
た

明
治
四
十
一
年
に
、
北
海
道
で
唯
一
の
海
岸
局
と
し
て
開
局
し
、

大
正
四
年
に
は
国
内
で
初
め
て
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ペ
ト
ロ
パ
ブ

ロ
フ
ス
ク
と
国
際
無
線
電
信
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は

送
信
と
受
信
の
施
設
を
落
石
に
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
無
線
電

信
取
り
扱
い
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
大
正
十
二
年
に
は
送
信
所

と
受
信
所
を
分
離
し
、
送
信
所
は
落
石
に
残
し
た
ま
ま
受
信
所

を
根
室
町
桂
木
（
今
の
光
洋
町
）
に
移
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
年
に
も
日
本
で
初
め
て
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
と

の
無
線
通
信
を
成
功
さ
せ
、
昭
和
六
年
に
リ
ン
ド
バ
ー
グ
夫
妻

が
根
室
に
飛
来
し
た
際
は
、
千
島
列
島
の
悪
天
候
の
中
、
リ
ン

ド
バ
ー
グ
機
を
無
事
に
根
室
港
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。昭

和
二
十
四
年
に
電
気
通
信
省
の
発
足
に

よ
り
「
落
石
無
線
電
報
局
」
と
改
称
さ
れ
、

昭
和
三
十
四
年
に
は
、
落
石
に
残
さ
れ
て

い
た
送
信
所
を
桂
木
に
移
設
し
、
全
て
の

施
設
が
桂
木
に
移
り
ま
し
た
が
、
「
落
石

無
線
電
報
局
」
の
名
称
は
昭
和
四
十
一
年

に
電
報
局
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
変
わ
ら
ず

に
残
り
ま
し
た
。

現
在
、
遺
構
と
し
て
残
さ
れ
た
落
石
無
線

電
信
局
跡
は
落
石
岬
に
あ
る
も
の
で
、
昭

和
六
十
年
か
ら
根
室
出
身
の
版
画
家
、
池

田
良
二
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）
の

個
人
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、

平
成
二
十
年
か
ら
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

落
石
計
画
の
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年

（
１
９
６
６)

昭
和
三
十
四
年

（
１
９
５
９)

昭
和
二
十
七
年

（
１
９
５
２)

昭
和
二
十
四
年

（
１
９
４
９)

昭
和
二
十
年

（
１
９
４
５)

昭
和
十
九
年

（
１
９
４
４)

昭
和
八
年

（
１
９
３
３)

昭
和
六
年

（
１
９
３
１)

昭
和
五
年

（
１
９
３
０)

昭
和
四
年

（
１
９
２
９)

昭
和
二
年

（
１
９
２
７)

大
正
十
四
年

（
１
９
２
５)

大
正
十
二
年

（
１
９
２
３)

大
正
四
年

（
１
９
１
５)

明
治
四
十
一
年

（
１
９
０
８)

落
石
無
線
電
報
局
が
札
幌
中
央
電
報
局
に
統
合

・
根
室
送
受
信
所
の
無
人
化
に
よ
り
、
落
石
無
線
電
報
局

を
廃
止

落
石
送
信
所
を
桂
木
の
落
石
無
線
電
報
局
（
根
室
受
信

所
）
の
敷
地
内
に
移
設
、
根
室
送
信
所
と
な
る

・
落
石
送
信
所
の
九
十
メ
ー
ト
ル
鉄
塔
撤
去

日
本
電
信
電
話
公
社
発
足

電
気
通
信
省
発
足
に
よ
り
桂
木
の
「
落
石
無
線
電
信
局
」

を
「
落
石
無
線
電
報
局
」
と
改
称

根
室
空
襲
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
桂
木
の
受
信
所
で
臨

時
業
務
開
始

ソ
連
軍
の
択
捉
島
上
陸
の
第
一
報
を
受
信

志
発
島
と
多
楽
島
で
無
線
電
信
業
務
開
始

色
丹
局
と
固
定
通
信
業
務
開
始

北
太
平
洋
航
路
調
査
の
た
め
根
室
を
目
指
し
て
い
た
リ
ン

ド
バ
ー
グ
機
と
通
信
連
絡
に
成
功

択
捉
島
紗
那
局
と
固
定
通
信
業
務
開
始

世
界
一
周
を
目
指
し
て
い
た
飛
行
船
「
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯

号
」
と
の
間
で
、
日
本
国
内
初
の
無
線
連
絡
に
成
功

落
石
送
信
所
を
再
建(

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
、
現
存)

日
本
で
最
初
の
短
波
無
線
送
信
業
務
開
始

落
石
送
信
所
、
火
災
に
よ
り
局
舎
焼
失
（
仮
設
庁
舎
で
業

務
継
続
）

樺
太
・
オ
ハ
と
無
線
連
絡
開
始

送
受
信
分
離

・
落
石
岬
突
端
の
旧
電
信
局
か
ら
二
キ
ロ
内
陸
に

落
石
送
信
所
を
新
設

・
九
十
メ
ー
ト
ル
鉄
塔
四
基
設
置

・
落
石
無
線
電
信
局
（
根
室
受
信
所
）
を
根
室
町
桂
木

（
現
在
の
光
洋
町
）
に
移
転

日
本
で
最
初
と
な
る
国
際
無
線
業
務
を
開
始

落
石
無
線
電
信
局
開
設

遺
構
・遺
跡
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旧落石無線電信局
（現 池田良二氏スタジオ）
【住 所】
根室市落石西244－4

旧
落
石
無
線
電
信
局
（
根
室
市
）
（
そ
の
二
）

根
室
町
桂
木
の
根
室
無
線
電
報
局
の
門
柱
に
設
置
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
表
札
。

桂
木
の
無
線
所
が
「
落
石
無
線
電
信
局
」
か
ら
「
落
石
無

線
電
報
局
」
と
改
称
さ
れ
た
昭
和
二
十
四
年
当
時
か
ら
施

設
の
顔
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
四
十
七
年
発
行
の
「
北
海
道
無
線
の
あ
ゆ
み
」
に
は
、

昭
和
四
十
一
年
の
電
報
局
廃
止
時
に
外
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

表
札

昭
和
三
十
四
年
に
桂
木
に
移
設
さ
れ
る
ま

で
落
石
送
信
所
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
わ
れ

た
九
十
メ
ー
ト
ル
鉄
柱
。

こ
の
鉄
柱
の
絶
縁
体
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
も
の
が
左
の
碍
子
（
が
い
し
）
。

直
径
二
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は

十
四
キ
ロ
ほ
ど
も
あ
る
。

九
十
メ
ー
ト
ル
鉄
柱
は
撤
去
さ
れ
た
が
、

漬
け
物
石
を
兼
ね
て
記
念
に
保
存
し
て
い

る
落
石
の
関
係
者
が
何
人
か
い
た
と
の
こ

と
。

「
日
本
電
信
電
話
公
社

根
室
無
線
送
信
所
」
の
表
札
（
右
）

九
十
㍍
鉄
柱
用
絶
縁
碍
子
（が
い
し
）

遺
構
・
遺
跡

落
石
岬
に
あ
っ
た
「
落
石
無
線
送
信
所
」
が
桂
木
に
移
設

さ
れ
「
根
室
無
線
送
信
所
」
と
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
四

年
。
桂
木
の
「
落
石
無
線
電
報
局
」
内
の
送
信
所
の
表
札

「
日
本
電
信
電
話
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
前
身
）
」
の
記
述

も
さ
れ
て
い
る
。

「
落
石
無
線
電
報
局
」
の
表
札
（
左
）

太平洋

落石岬

落石駅

落石港

落石灯台
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旧落石無線電信局


